
令和８年熊本地震 長崎市の支援状況

総務省、厚生労働省、九州市長会、
日本水道協会などからの派遣要請

令和8年8月19日現在

人的支援

7月28日の発生翌日から被災地に職員を派遣

派遣期間：7月29日（水）～ 派遣職員：延べ41人
※関連団体の職員数は除く

派遣地   ：熊本県氷川町、益城町、八代市、宇城市 ほか

避難所開設・運営
7/29～ | 氷川町、八代市 | 12名

応急給水
7/29～8/7 | 益城町、八代市 | 
8名、給水車1台

医療支援（DMAT）
7/28～7/30 | 熊本労災病院等 | 
長崎みなとメディカルセンター5名

建築物応急危険度判定
8/3～8/6 | 宇城市 | 2名

水道管路応急復旧
8/6～ | 氷川町 | 12名、
長崎市管工業協同組合18名

被災者健康管理
8/19～8/25 | 八代市 | 保健師2名、
臨床検査技師1名

ごみ収集・運搬
8/19～8/31 | 八代市 | 
4名、パッカー車1台

主な業務



設置場所

設置期間

令和8年熊本地震への支援

市役所本館1階総合案内所

中央地域センターを除く各地域センター（19箇所）

消費者センター（メルカつきまち4階）   

令和8年7月30日（木）～10月30日（金）予定

【令和８年８月４日街頭募金の様子】

被災された方々を支援するため、義援金の募金箱を設置

市民の皆様の温かいご支援と

ご協力をお願いします
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